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研修期間：2021年8月16日～2021年9月10日（20日間/オンライン）

国際社会学部 国際社会学科 中央ヨーロッパ地域/ドイツ語専攻 1年 利根川 蒼

■参加した理由
大学では４年間という短期間で自分の進路を決定しなければならないため、少しでも早く、職業経験をしてみ

ようと思いたったのがきっかけでした。また、インターンシップに参加して、身をもって企業の取り組みや活動を知り、

社会人のなかで経験をすることで、大学で何を専攻するか、またどのような学外活動に参加するかを決める指針

ができると思い、参加しました。

入学当初の私は“働く”ということに関してイメージが湧かず、漠然と自分が興味を持った分野を手当たり次第学

んでいる状態でした。 また、時代も変化し、数え切れないほどの職業が生まれ、その中から納得のいく職を見つ

けることに抵抗もありました。 そのため、もっと前向きに進路を考えられるように、インターンシップの中でできるだ

け多く、働くということの綺麗な面もつらく地道な面も経験をしたいと思いました。 また、社会人に欠かせない礼

儀やマナーなども、この機会に実際の場で学びたいという思いも参加動機になりました。

＊株式会社ジャルパックとは

“ジャルパック”は、1965年に日本航空が販売した日本

初の海外旅行パッケージ商品ブランドです。

株式会社ジャルパックの業務はパッケージツアーの仕

入・企画・販売や旅行会社の依頼に基づく手配代行業

など多岐に渡りますが、その本質はお客さまの期待を

超える旅、新しい旅の形の追求、開発とその提供です。

http://jalpak.jp/

■インターンシップの内容
次の4つのプログラムで業務を体験しました。

・マーケティングプログラム：マーケティングに関する基礎知識の講座、若年層の顧客を集客するための

対策案をチームごとに企画・提案

・香港物販事業プログラム：JALサテライトショップで売るための日本商品をチームごとに調査・提案・販売

・チャーターフライトプログラム：自分の実現したいチャーターフライトを個人で企画・提案

・オンラインツアープログラム：大学生向けオンラインツアーをインターン生全員で考案・企画・販売

単位認定インターンシップに行ってきました（File.９）



■自分の気づき、学んだこと、これからどう活かす
旅行業界など、民間企業で働いていくことは自分に合っていないと思い込み、進路の幅を狭めていましたが、

ジャルパックの皆様の話を聞かせていただき、業務に携わることでやりたいと思えることが増えました。そのため、

今後は一見自分には合っていないのではないかと感じる内容の授業でも、学外活動でも、積極的に取り組んで

いきたいです。

■学生への呼びかけ（インターンシップのすすめ）
1年生の夏という早い段階でインターンシップに参加できたことで、就職して社会

人として活躍していくという具体的なイメージを掴むことができました。 そのための

大学4年間を前向きに考えることができました。 なんでも挑戦できる1年の時だから

こそ楽しんで、たくさん吸収することができたと思うので、参加を強くお勧めします！

■感謝のことば
朝礼から夕礼まで毎日、ジャルパックの皆様は暖かく私たちインターン生の活動を支えてくださり、親しみやす

いアットホームな雰囲気を作ってくださいました。オンラインになってしまったことで、満足いくような体験ができるの

か不安でしたが、ジャルパックの皆様と研修中も協力してくださったグローバル・キャリア・センターの方のおかげ

で、想像を遥かに上回るほど濃い充実した20日間にすることができました。 本当にありがとうございました！

■記憶に残るエピソード
大学生向けオンラインツアーパートでは、最初はチームに分かれて企画し、コンペの結果で1チームの案のみ最

終的にインターン生みんなで作り上げていくというプログラム内容でした。 そのコンペに向けて考案した私たちの

チームの企画は、大学生のニーズを捉え、楽しめる内容を精一杯考えて作ったもので、私たちなりの思いもたくさ

んありました。 そして、コンペで負けてしまった時は泣いてしまうほど、本気で取り組んで、やりがいを感じていた

自分に気づくことができました。 お客様に喜んでもらうことに加え、利益や品質の兼ね合いを工夫しながら、

ひとつの商品をみんなで切磋琢磨しながら作り上げていくことの魅力を、身をもって知ることができたので、とても

記憶に残る貴重な経験でした。


